
北栄町の地域づくり政策 
（福祉、健康、防災）について 

令和元年１０月１９日 ほくえい未来トーク 



北栄町の高齢化の状況 

• 北栄町で高齢者数（65歳以上）がピークになるのは2025年。少子化の影響もあり、高齢化率
（人口に占める高齢者の割合）は増加していく見込み。 

• 高齢者の中でも85歳以上の伸び率が高い。また、高齢者のみの世帯の増加も見込まれてい
る。 

 高齢になっても、生きがいをもって元気に過ごすことができるよう、健康づくりや生きがい
対策の取組みを行うとともに、互助活動を含め、生活の困りごとへの支援の充実が必要。 

27.2 
31.1 37.5 

39.4 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

2010 

（H22） 

2015 

（H27） 

2020 

（R2） 

2025 

（R7） 

2030 

（R12） 

2035 

（R17） 

2040 

（R22） 

総人口と高齢化率の推移（推計） 

0-14歳 15-64歳 65歳以上 高齢化率 

15,442 

11,051 

13,344 14,771 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月） 

約17人に1人が85歳以上 約8人に1人が85歳以上 
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> < 

 
65歳以上1人に対して 

 
 
 

20～64歳は 
 

1.2人（推計） 
 

（出所）総務省「国勢調査」、社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24
年1月推計）」 （出生中位・死亡中位）、厚生労働省「人口動態統計」 

【参考】支える側と支えられる側のバランス 

• 2050年には、高齢者1人を1.2人の人で支える「肩車型」になるといわれています。 

2 



【参考】高齢者の要介護状態になる原因 

• いつまでも自分らしく、自立して生活するためには、買い物や掃除、外出や食事など、日常
生活を送るための機能を保つことが重要と言われています。 

• 一般的に、75歳を超えると生活習慣病などの病気で健康を損なうおそれがあるだけでなく、
筋力や食欲の衰えなどから心身の機能が低下して、日常生活に支障がでるおそれがありま
す。 

 何歳からでも心身の機能、生活機能を向上させることが可能です。 

 「社会参加（外出・交流・地域活動など）」「食生活（栄養）」「運動（体操、ウォーキン
グなど）」を日常生活に取り入れることが大切といわれています。 

30.3% 

12.9% 

2.4% 

15.5% 

7.4% 

13.2% 

11.3% 

10.1% 

8.7% 

20.2% 

39.9% 

28.1% 

前期高齢者 

（65～74歳） 

後期高齢者 

（75歳以上） 

要介護状態の原因 

その他 
認知症 

高齢による衰弱 転倒・骨折 

関節疾患 
脳血管疾患 

（平成28年「国民生活基礎調査」より） 

高齢になるほど、
虚弱が原因で介護
が必要になりやす
くなります。 
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高齢者の生きがい対策に関する取組み 
• 北栄町では、高齢者の生きがいや健康づくり（介護予防）の取り組みを進めています。 

• あわせて、見守りや声かけなど地域で助けあったり、相談しあえる地域づくりを進めていま
す。 

 
 
 運動機能向上のための教室（シニアファイト教室・パ

ワーリハビリ教室・転倒予防教室・こけないからだ講
座） 

 認知症予防教室（リフレッシュ教室・はつらつ!お達
者教室・食べて！うたって！笑わー会！） 

 上記のほか、社会福祉協議会主催で「健康体操教室」
を実施 

 

送迎付きで行っている事業 

 
 
 高齢者サークル事業（5人以上で気の合う仲間が集

まって行うグループ活動に対し活動費を補助）19団体 
 いきいきサロン事業（地域の仲間づくり、出会いの場

づくりとして、主に公民館で開催。運営の経費を町・
社協より助成）H30年度：45自治会で964回開催 

 上記のほか、各地区で自主的に開催されている居場所
もあります。 

 

地域の中で行っている事業 
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生活や移動支援に関する取組み 
• 生活の困りごとに対しては、公的なサービスだけでは支えきれないため、いろいろな主体に

よるサービスの充実が必要です。 

• 食料品など生活に必要な物品の購入や移動に関する心配の声は多くあり、高齢化が進む中、
対策の充実を検討する必要があります。 

 
 あったか♥まごころサービス 
• 社会福祉協議会と連携して事業開始（H29.4～） 
• 生活支援サポーターによるちょっとした困りごと 
への有償サービスを実施。（30分250円） 

生活の支援 

 
 

 タクシー利用料助成事業 
• 自動車を運転できない方や運転免許証を自主返納された方などを対象にタクシー利用料を助成 
• 月8枚（年間最大96枚）交付 
• 1回の乗車につき、利用者負担は最低300円。町が800円を上限に助成 
• 出発地点または到着地点が町内であることが条件。外出先は問わない。 

 在宅通院支援事業 
• 高齢者、障がい者（要介護認定や手帳の所持等の要件あり）で公共交通機関を利用できない方を対象
に、医療機関への通院に対し、タクシー利用料を助成 

• 町内は一律片道200円。町外は距離に応じた料金設定（最大1,000円の自己負担） 

 乗りあいタクシー 
• 運行経路：西高尾駐車場～青山剛昌ふるさと館（1日5往復運航） 
• どなたでも利用可能 
• 利用30分前までに要予約（第1便は前日までの予約） 

 

移動に関する事業 

 お弁当の配達サービス 
 （社協などの社会福祉法人等が実施） 
 シルバー人材センター 
 鳥取県生協「くらし助け合いの会」 
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在宅通院支援事業の利用推移 

延利用件数 登録者数 

件 人 

◆タクシー利用料助成 

地域を限定した事業でしたが、
H29年度から利用地域の制限を
なくし、町外への利用も可能
としました。その後、登録
者・利用件数も伸び続けてい
ます。 

 

（参考）小型タクシー利用の場合 

出発 到着 ㎞ 
自己負担
（概算） 

北条支所 河北東宝 4.0 550円 

松神公民
館 

由良東宝 3.4 370円 

大谷公民
館 

由良東宝 3.3 370円 

亀谷公民
館 

由良東宝 4.0 550円 

西高尾公
民館 

アプト 9.7 2,080円 

※最低自己負担額300円で移動できる距離
は、小型タクシー利用の場合概ね3.2キロ 
（R1.9末） 
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北栄町の健康に関する現状、健康政策の目的 

悪性新生物 

28.2% 

心疾患 

23.3% 

脳血管疾患 

14.7% 

肺炎 

9.8% 

不慮の事故 

4.3% 

自死 

3.1% 

老衰 

8.6% 

腎不全 

2.5% 

肝疾患 

1.2% 

糖尿病 

2.5% 
慢性肺疾患 

1.8% 

Ｈ29年度10大死因別割合（北栄町） 

死亡数 
２１０人 

近年の便利な社会は、運動不足や食の多様化をもたらし、コミュニケーション不足は体と心の健
康を脅かす要因となっている。 
 

⇒北栄町は、「病気の有る無しに関わらず誰もがそれぞれの生きがいを持ち、自分らしく安
心して楽しく暮らすことができる」生活を目指すことを目的に、健康政策を展開。地域・組
織・行政等が連携し、幅広い世代の健康づくりを推進している。 

北栄町の主な健康に関する施策 

 
 （１）運動習慣の定着 

 （２）健全な食生活の定着 

 （３）心の健康づくり 
 （４）健康診査の充実 

 （５）生活習慣病の予防 

健康づくり 

運動 

食事 心の健康 

健康づくりの基本 
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北栄町の健康に関する施策（１）運動習慣の定着 
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〇暮らしと健康に関するアンケート（Ｈ29）より 
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健康のため意識的に体を動かしている 

ほぼ毎日 週2日以上 ほとんどしていない 

9.4% 

6.3% 

11.6% 

20.2% 

24.9% 

17.8% 

30.9% 

30.2% 

65.7% 

75.9% 

57.5% 

49.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代 

30～50代 

60～70代 

80代～ 

1回30分以上の運動（息が少しはずむ程度）

をしている 

ほぼ毎日 週2日以上 ほとんどしていない 

〇特定健診の質問票より 

8 



地域や団体 

運動を継続している人を励ます。 

スポーツクラブで運動習慣を推進する。 
 

行政 

運動と健康管理について情報発信する。 

町民大会や郡民大会の参加者を運動習慣につなげる。 

問題・課題 
 

運動習慣がない人の割合が、他と比較して高い。 
生活が便利になり、歩くことが少なくなってきている。 

それぞれができること 
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北栄町の健康に関する施策（２）健全な食生活の定着 

野菜を毎日食べている
と答えた89.5％のうち 
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（％） 減塩について気をつけていること 
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（複数回答） 

17.9% 

68.6% 
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はい いいえ 

毎日350g以上野菜を食べている 

一項目でも気をつけている人は 
73.1％ 

気をつけていることはない人は 
19.3％ 

〇暮らしと健康に関するアンケート（H29）より 

55.6% 52.7% 
45.8% 

0%

20%

40%

60%

北栄町 鳥取県 国 

収縮期血圧130mmHg以上 

24.7% 21.0% 18.9% 

0%

20%

40%

60%

北栄町 鳥取県 国 

拡張期血圧85mmHg以上 

〇特定健診結果より（Ｈ29）血圧 
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問題・課題 
 

惣菜や加工品の減塩についての意識が低い。（高血圧の原因） 
野菜を350g食べている人はまだ少ない。 

地域や団体 

• 学校や保育所等で食育を推進する 

• 地域で食育を考える 
 

行政 

• 食事と健康管理の情報を提供する 

• 食育の推進をする 

それぞれができること 
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北栄町の健康に関する施策（３）心の健康づくり 
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〇暮らしと健康に関するアンケート（H29）より 
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問題・課題 
 

自死の割合が高い。 
心の相談窓口を知らない人が多い。 
睡眠で休養が取れていない人が増えている。 

地域や団体 

• 地域でつながりを持つ。 

• 事業所で健康管理にとりくむ。 
 

行政 

• 心の健康づくりのための環境を整備する。 

それぞれができること 
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北栄町の健康に関する施策（４）健康診査の充実 
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11.1% 施設入所・

入院中 2.3% 

通院治療、

経過観察中 

7.1% 

忙しい、め

んどう 10.3% 

健康に自身

あり毎年受

ける必要性

を感じない 

8.1% 

その他 61.1% 

特定健診を受けない理由 
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問題・課題 
 

特定健診やがん検診の受診率が５０パーセント未満。 

 

地域や団体 

• 学校や保育所等で健康に関心を持つ。 

• 地域で健康づくりに取り組む。 
 

行政 

• 健康診査を受けやすい環境を作る。 

• 健康診査の結果に基づいた健康づくりを推進する。 

• 健康ポイントラリーの充実 

それぞれができること 
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北栄町の健康に関する施策（５）生活習慣病の予防 
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問題・課題 
 

口腔環境が全身の健康に関わることを知らず歯に関する関心が低い。 
歯の健診を受ける人が少ない。 

地域や団体 

• 歯磨き指導を行い歯の健康を意識づける（こども園や学校）。 
 

行政 

• 健診の促進を行い、歯の健康を意識づける。 

• 乳幼児期からの歯磨き指導、フッ化物の応用をすすめる。 

それぞれができること 
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（１）災害対応 
●H28 鳥取県中部地震 

（マグニチュード6.6 最大震度６弱） 

⇒罹災証明発行世帯数 ２，２００件 

⇒住宅再建支援、修繕支援 ２９０百万円 

●北栄町防災マップ（H３１．３作成） 

⇒H31.４ 全戸配布。転入者への配布。地域の災害リスクを表示。 

●自主防災組織の育成 

※「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成
する組織であり、災害による被害を予防し、軽減するための組織。 

⇒47自治会で組織化。（自衛消防団、女性消防隊 ５４組織） 

⇒自治会総合交付金で活動支援（防災器具、消防器具、訓練活動への補助） 

●防災士の育成 

※「自助」「共助」「協働」を原則として、社会の様々な場で防災力を高める活動が
期待され、そのための十分な意識と一定の知識・技能を習得した人 

⇒R2末見込み・・・３０人（今年受講１０人） 

●防災無線の整備 

⇒告知機を全戸に貸与 

北栄町における防災関連施策 
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（２）空家対応 

●空家数 

⇒R１ ９月末現在・・・３１４戸 

⇒内、危険（特定空家を含む）とされる空家 ４５戸 

●町の対応 

⇒危険な空家の所有者に対し、指導・助言・勧告・命令などを
実施。 

⇒空家解体助成（補助率4/5（一定の条件あり）） 

 R１年度末 ２９戸の解体見込み 

  

北栄町における防災関連施策 

19 


